
  �  広報あらお  Ｈ 20. ３.�5 

2008

 ３/15 号
広　

報

KOUHOU ー ARAO

第１３４６号

市
の
花
：
梨
の
花

★健康増進のため「市民一人一スポーツ」を始めよう！

主な内容

●まちの話題　　　　　　　 2 ページ

●くらしの情報　　　　2 ～ 8 ページ

●イベント ・ 試験　　　　　　9 ページ

●文化センター情報         �0 ページ

●求人案内 ・母子健診等 �� ページ

　　　　　　　 　　　中央公民館まつり

　３月２日 （日） から５日 （水） まで 「中央公民館まつり」 が開

催されました。 舞台発表や展示など中央公民館で学習をされて

いる各講座 ・ 自主グループの皆さんが日頃の成果を発表しまし

た。 バザーもあり、 会場はたくさんの人で賑わいました。

・ 荒尾市ホームページ  （http://www.city.arao.kumamoto.jp）
・ 広報あらお web アドレス  （http://www.area-box.com/kouhou/arao）
・ 声の広報 ［文字による情報入手が困難な障がい者のための音声訳
　（録音版） 広報誌］　（申 ・ 問 ： 福祉課　☎ 63-1406）
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ま
ち
の
話
題

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
３
回　

元
気
づ
く
り
交
流
会

　

３
月
23
日

（日
）　

熊
本
県
知
事
選
挙

　
　
　

-

い
ざ
投
票　
　

未
来
は　
　

あ
な
た
の
一
票
に-

　

一
票
の
重
さ
を
自
覚
し
、
皆

さ
ん
も
れ
な
く
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

●
投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
８
時
ま
で

●
投
票
場
所

　

「
投
票
所
入
場
券
」
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
の
上
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票･

不
在
者
投
票

３
月
22
日

（土
）、
午
後
８
時
ま
で

※
投
票
日
に
仕
事
や
、
用
事
で
投

票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
・
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
投
票
所
入
場
券

　

「
投
票
所
入
場
券
」
を
各
有
権

者
の
世
帯
に
郵
送
で
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
投
票
日
に
は
必
ず
投

票
所
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
も
し
、

入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
投

票
所
で
係
員
に
そ
の
旨
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
て
投
票
で

き
ま
す
。

※
入
場
券
の
内
容
に
誤
り
が
あ
る

と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
公
報

　

候
補
者
を
選
ぶ
資
料
と
し
て
よ

く
読
ん
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
の
方
法

　

投
票
日
に
投
票
所
で
投
票
さ
れ

る
方
は

「
記
号
式
投
票
」
で
す
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
・
不
在
者

投
票
お
よ
び
点
字
投
票
を
さ
れ
る

方
は

「
自
書
式
投
票
用
紙
」
と
な

り
ま
す
。

●
読
み
書
き
が
で
き
な
い
方
は

　

身
体
の
故
障
な
ど
で
読
み
書
き

が
で
き
な
い
方
は
、
本
人
が
投
票

所
ま
で
行
き
、
投
票
所
の
係
員
に

そ
の
旨
申
し
出
る
と｢

代
理
投
票

｣

（
投
票
事
務
従
事
者
が
代
わ
っ
て

記
載
し
ま
す
）
が
で
き
ま
す
。

［問
］
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
63
・
１
２
５
４

★
投
票
場
所
の
変
更

▽
期
日
前
投
票
所

（
３
月
22

日
ま
で
）
の
場
所
が
市
役
所
��

号
会
議
室
か
ら
選
挙
管
理
委

員
会
室
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

▽
投
票
当
日
の
投
票
所

　

四
ツ
山
町
１
～
３
丁
目
、
西

原
町
１
～
３
丁
目
に
お
住
ま
い

の
方
の
投
票
所
が

「
四
ツ
山
町

公
民
館
」
か
ら
旧
労
働
会
館

跡
地
の

「
荒
尾
市
起
業
家
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

２
月
24
日

（
日
）、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で

「
元
気
づ
く
り
交
流
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
10
地

域
が
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

「
地
域
元
気
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
活
動
内
容
の
発
表
や

情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

今
後
の
活
動
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら

　

指
定
ご
み
袋
出
し
で
す
！

●
指
定
ご
み
袋
・
粗
大
ご
み
シ
ー

ル
は
、
市
内
の
取
扱
店
で
３
月
１

日

（土
）
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
４
月
１
日

（
火
）
か
ら
の
粗
大

ご
み
収
集
は
、
３
月
17
日

（
月
）

か
ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

●
資
源
ご
み
（リ
サ
イ
ク
ル
対
象
物
）

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
品
目
別
に
中

身
の
見
え
る
市
販
の
透
明
袋
や
ヒ
モ

で
結
ん
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
育
児
・
介
護
・
福
祉
の
支
援
と

し
て
、
対
象
者
の
方
へ
紙
お
む
つ
専

用
シ
ー
ル
を
配
布
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
３
月
１
日
号

『
あ
ら
お

広
報
』
と
併
せ
て
配
布
し
た

『
ご
み

出
し
ル
ー
ル
読
本
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【育
児
に
か
か
る
１
歳
未
満
の
乳
児
】

◇
平
成
19
年
４
月
～
平
成
20
年
２
月

生
ま
れ
の
方
…
３
月
下
旬
に
紙
お
む

つ
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま
す
。
受
け
取

り
後
、
同
封
ハ
ガ
キ

（
交
付
申
請
書

兼
受
領
書
）
を
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
平
成
20
年
３
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
…
環
境
保
全
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

［介
護

・
福
祉
に
か
か
る
も
の
］

◇
紙
お
む
つ
給
付
認
定
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
は
、
４
月
の
給
付
と

一
緒
に
届
き
ま
す
。

［
問
］
環
境
保
全
課

☎
63
・
１
３
７
０
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「市
長
と 

”
ま
ち
づ
く
り
談
義

“」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　　

荒
尾
市
で
は

「
元
気
な
荒
尾
・
力

強
い
荒
尾
」
を
目
指
し
、
市
長
が

各
地
域
へ
出
向
い
て
皆
さ
ん
と
身
近

に
語
り
合
い
、
市
政
に
対
す
る
意
見

や
提
言
を
お
聴
き
し
懇
談
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
27
日

（木
）

午
後
７
時
～

●
場
所　

緑
ケ
丘
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
タ

ウ
ン
第
一
集
会
所

（
緑
ケ
丘
３
丁

目
）

［
問
］
秘
書
室
☎
63
・
１
６
２
０

ふ
ぐ
の
自
家
調
理
は

　
　
　
　
　
　

や
め
ま
し
ょ
う
！

　

釣
っ
て
き
た
ふ
ぐ
や
貰
っ
た
ふ
ぐ

を
調
理
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
危

険
で
す
。

　

調
理
は
、
正
し
い
知
識
と
技
術

を
持
っ
た
専
門
の

「
ふ
ぐ
調
理
師
」

に
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

［
問
］
有
明
保
健
所

☎
72
・
２
１
８
４

●
承
諾
を
受
け
る
と

　

こ
の
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格

の
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来
満

額
の
年
金
を
受
給
し
た
い
方
は
追
納

（
後
払
い
）
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料

は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、
当
時
の
額

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
承

認
を
受
け
た
年
度
の
翌
々
年
度
ま
で

と
な
り
、
そ
れ
以
降
は
、
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
て
い
る
期
間
中
の
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
窓
口
で
申
請
が
必
要
な
方

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
等
の
学
生

で
初
め
て
学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
を
行
う
者
、
在
学
す
る
学
校

が
変
わ
っ
た
者
、
失
業
に
よ
り
学
生

納
付
特
例
を
申
請
す
る
者
な
ど
。

※
平
成
20
年
度
か
ら
毎
年
２
月
下

旬
ま
で
に
学
生
納
付
特
例
制
度
の

承
認
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
翌
年

度
以
降
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の

場
合
は
、
３
月
下
旬
頃
に
社
会
保

険
庁
事
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
ハ
ガ
キ
で
申
請
手
続
き

を
行
う
こ
と
に
な
り
、
窓
口
で
の

手
続
き
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　

４
月
１
日(

火)

～

平
成
21
年
３
月
31
日(

火)

（
土
・

日
曜
・
祝
日
は
除
く
）

●
必
要
な
も
の　

国
民
年
金
手
帳
、

印
鑑
、
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
学
生
証
等
の
写
し

※
勤
労
学
生
の
方
で
、
失
業
し
た
こ

と
に
よ
り
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申

請
を
行
う
と
き
は

「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」
な
ど
の
失
業
し
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明

書
の
写
し
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

［
申
・
問
］　

健
康
生
活
課

☎
63
・
１
３
２
７

国
民
年
金　

学
生
納
付
特
例
制
度
の
受
付
開
始

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
学
生
の
方
に
対
し
、
親
の

収
入
に
関
わ
ら
ず
、
20
歳
到
達

以
降
で
も
在
学
期
間
中
の
保
険

料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度

まちの話題・くらしの情報

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
少
年
指

導
セ
ン
タ
ー
が
、
４
月
１
日
か
ら

現
在
の
市
屋
か
ら
下
井
手
深
瀬
の

第
四
小
学
校
跡
に
移
転
し
ま
す
。

移
転
先
は
緑
に
囲
ま
れ
た
大
変
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は

社
会
福
祉
協
議
会
が
引
き
続
い
て

行
い
、
会
議
室
等
に
つ
い
て
も
こ

れ
ま
で
同
様
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

の
移
転
に
伴
い
、
青
少
年
の
皆
さ

ん
の
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
る

「
ヤ
ン
グ

テ
レ
フ
ォ
ン
あ
ら
お
」
の
電
話
番
号

も
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
す

新住所
〒 864-0011　　荒尾市下井手 193 番地 1

　　　　　　　　　　　（第四小学校跡）

新電話番号

総合福祉センター
☎ 66-2993

☎ ・ FAX66-2994

少年指導センター ☎ 66-1373

ヤングテレフォンあらお ☎ 66-2214

←　

大
牟
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
道
２
０
８
号
線

万田
炭鉱館

万田
保育園

グリーンランド
ゴルフコース

総合福祉セン
ター・少年指
導センター

↑
大

牟
田

↑
南
関

ホテル　ブランカ

信号機

信号機

信号機信号機

（四小跡）
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シ

リ

ズ

ー

「荒
尾
市
民
病
院
」
は
今
！

　

皆
さ
ま
に
、
よ
り
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
荒
尾
市
民

病
院
の
現
状
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

13
・
最
終
回

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
荒
尾

市
民
病
院
に
受
診
さ
れ
る
患
者
様

は
、
比
較
的
中
重
症
の
方
が
多
く
、

健
康
で
あ
っ
た
時
で
は
考
え
ら
れ

な
い
様
々
な
不
安
や
悩
み
を
抱
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
相

談
を
聞
き
、
問
題
を
一
緒
に
考
え

る
の
が
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

主
な
相
談
内
容
は
、
医
療
費
等

の
経
済
的
な
相
談
、
公
費
負
担
に

関
す
る
相
談
、
退
院
後
の
生
活
・

療
養
、
病
診
連
携
・
転
院
、
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
、
介
護
保
険
に
つ

い
て
な
ど
で
す
。

【
医
療
費
等
の
支
払
い
の
相
談
】

　

病
気
や
事
故
な
ど
で
突
発
的
に

入
院
や
手
術
等
を
す
る
場
合
、
と

か
く
医
療
費
は
高
額
に
な
り
が
ち

で
、
支
払
い
に
悩
む
方
は
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
が
お
持
ち
の

健
康
保
険
に
は
一
定
の
金
額

（
自

己
負
担
限
度
額
）
を
超
え
た
部
分

が
後
日
払
い
戻
さ
れ
る
高
額
療
養

費
制
度
、
医
療
費
の
貸
付
制
度
、

自
己
負
担
限
度
額
だ
け
を
支
払
え

ば
よ
い
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
病
診
連
携
】

　

病
診
連
携
と
は
、
病
院
と
医
院

や
老
健
施
設
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
連
携
の
事
を
言
い
、
高

度
な
医
療
施
設
や
専
門
性
の
あ
る

技
術
を
持
っ
た
病
院
と
、
患
者
さ

ん
の
身
近
に
あ
る
医
院
等
が
お
互

い
の
長
所
を
活
か
し
て
連
携
し
な

が
ら
、
疾
病
の
治
療
や
早
期
発
見

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一

種
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
荒
尾

市
民
病
院
は
急
性
期
病
院
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
患
者
様
の
初

期
に
集
中
的
に
高
度
な
医
療
を
施

す
病
院
で
す
。
た
と
え
ば
、
最
初

に
か
か
り
つ
け
の
医
院
で
診
察
を

受
け
た
と
こ
ろ
、
専
門
的
で
高
度

な
治
療
が
必
要
な
場
合
、
紹
介
状

を
書
い
て
も
ら
い
、
今
度
は
荒
尾

市
民
病
院
で
治
療
し
ま
す
。
そ
し

て
症
状
が
落
ち
着
い
た
ら
、
ま
た

か
か
り
つ
け
の
医
院
に
戻
り
治
療

を
続
け
る
と
言
う
流
れ
で
す
。
荒

尾
市
民
病
院
で
は
医
師
会
や
そ
の

開
業
医
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
病
診
連
携
が
非
常
に
良
い
環

境
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
】

　

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
は
、
荒

尾
市
民
病
院
以
外
の
医
療
機
関
に

入
院
あ
る
い
は
通
院
さ
れ
て
い
る

患
者
様
を
対
象
に
、
本
院
の
専
門

医
が
患
者
様
の
主
治
医
に
よ
る
診

療
情
報
を
も
と
に
、
診
断
や
治
療

方
法
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
、
患
者
様
が
よ
り
良
い
治
療

方
針
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
手
助
け
す
る
も
の
で
す
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
は
現
在
の
診

断
や
治
療
に
関
し
て
の
意
見
を
提

供
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
主
治
医

か
ら
の
診
療
情
報
提
供
書

（
紹
介

状
）
と
画
像
等
の
資
料
が
必
要
で
、

患
者
様
か
ら
の
お
話
や
主
治
医
か

ら
の
資
料
の
範
囲
で
意
見
・
判
断

す
る
た
め
、
新
た
な
検
査
や
治
療

を
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
本
院
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
外
来
で
は
、
そ
の
場
で
本
院
へ
の

転
院
を
お
勧
め
す
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

荒
尾
市
民
病
院
は
、
平
成
20
年

２
月
に
厚
生
労
働
大
臣
よ
り

「
地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
わ
が
国
で

は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
昭
和
56

年
以
降
死
因
の
第
一
位
を
占
め
、

が
ん
患
者
数
も
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
厚
生
労
働

省
は
、
わ
が
国
に
多
い
肺
が
ん
、

胃
が
ん
、
肝
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

乳
が
ん
等
に
つ
い
て
質
の
高
い
が
ん

医
療
を
全
国
的
に
等
し
く
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
各
地
域
に

「
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
を
整
備

し
、
が
ん
診
療
の
連
携
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
が
ん

に
つ
い
て
専
門
的
医
療
体
制
が
整
っ

て
い
る
荒
尾
市
民
病
院
が
指
定
申

請
を
行
っ
た
結
果
、
県
北
部
で
は

唯
一
指
定
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
認
定
に
は
一
定
の
要
件
が

必
要
で
、
画
像
診
断
、
化
学
療
法
、

緩
和
医
療
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

等
に
関
し
、
地
域
の
医
療
機
関
か

ら
の
相
談
に
対
応
で
き
る
医
師
が

配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
放
射
線

治
療
施
設
、
集
中
治
療
室
、
無

菌
病
室
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
ま
し
た

↑
指
定
通
知
書
を
持
つ
大
嶋
壽
海
院
長
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病
院
が
高
い
充
実
し
た
医
療
水
準

に
あ
る
こ
と
が

「
国
」
か
ら
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後

も
更
に
患
者
様
の
立
場
に
た
っ
て

各
分
野
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

今
回
ま
で
シ
リ
ー
ズ
で
荒
尾
市
民

病
院
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

荒
尾
市
民
病
院
で
は
地
域
の
皆

様
に
愛
さ
れ
安
心
し
て
医
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
真
剣
に

様
々
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

［
問
］
荒
尾
市
民
病
院
総
務
課

☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
511
）

電
話
お
願
い
手
帳
に
つ
い
て

　

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
は
、
耳
や

言
葉
の
不
自
由
な
方
が
回
り
の
人

に
協
力
を
お
願
い
す
る
と
き
に
使

用
す
る
も
の
で
す
。
聴
覚
・
言
語

障
害
を
理
解
し
て
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
け
る
よ
う
に
、

お
気
づ
き
の
際
は
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
は
聴
覚
・

言
語
障
が
い
の
方
に
市
役
所
総
合

案
内
、
福
祉
課
、
ふ
れ
あ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

［
問
］
福
祉
課
☎
63
・
１
４
０
６

熊
本
県
ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た

　

公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
様
々
な

施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
障
が
い

者
用
駐
車
場
を
適
正
に
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
方

や
高
齢
の
方
、
妊
産
婦
の
方
な
ど

歩
行
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
に

対
し
て
、
県
内
共
通
の

「
利
用
証

（
ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
）」
を
交
付
す
る

こ
と
で
、
本
当
に
必
要
な
人
の
た

め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

　

対
象
者
・
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、

基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
県
健
康
福
祉
政
策
課

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
室

☎
096
・
333
・
２
２
０
２
ま
た
は

有
明
保
健
所　

総
務
企
画
課

☎
72
・
２
１
８
４

くらしの情報

第
44
回

市
民
病
院
公
開
講
座

　

市
民
病
院
で
は
、
一
般
の
方
を

対
象
に
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。　

　

現
在
、
市
民
病
院
で
は
、
心
臓

疾
患
で
退
院
さ
れ
る
患
者
様
を
対

象
に
、
自
宅
で
の
生
活
に
対
し
て

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

一
般
の
方
を
対
象
に
、
食
事
指
導

等
を
中
心
と
し
た
日
常
生
活
の
見

直
し
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
27
日

（木
）

午
後
３
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

市
民
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

（
南
病
棟
２
階
栄
養
指
導

室
）

●
テ
ー
マ　

虚
血
性
心
疾
患
か
ら

身
を
守
る
為
に

～
日
常
生
活
の
見
直
し
～

●
講
師　

荒
尾
市
民
病
院 

保
健
師　

岩
川　

美
子
氏

●
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
込
不
要

［
問
］
市
民
病
院
看
護
部
長
室

☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
230
）

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
す
で
に

多
く
の
が
ん
患
者
を
診
療
・
治
療

し
て
い
る
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

大
変
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
内
で
は
、
熊
本
赤
十
字

病
院
、
国
立
病
院
機
構
熊
本
医

療
セ
ン
タ
ー
、
済
生
会
熊
本
病
院

と
並
ん
で
計
４
病
院
が
平
成
20
年

２
月
に
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
役

割
は
、
が
ん
に
つ
い
て
地
域
の
医
療

機
関
と
連
携
を
図
り
、
継
続
的
に

全
人
的
な
質
の
高
い
が
ん
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
が
ん
診
療

に
携
わ
る
医
療
従
事
者
に
対
し
、

必
要
な
研
修
を
行
い
、
地
域
住
民

に
対
し
、
が
ん
の
予
防
や
が
ん
医

療
を
受
け
る
た
め
に
有
用
な
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
、
専
門
的
な
質

の
高
い
医
療
の
提
供
と
、
が
ん
の
痛

み
に
対
す
る
緩
和
医
療
の
提
供
を

す
る
こ
と
、
地
域
の
各
医
療
機
関

や
大
学
病
院
な
ど
と
連
携
を
図
る

こ
と
で
、
地
域
内
の
が
ん
医
療
水

準
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
で

す
。

　

今
回
の

「
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
」
の
指
定
は
荒
尾
市
民
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中
央
小
校
区

　
　

 

巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
日
時　

３
月
23
日

（日
）

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

中
央
小
学
校
運
動
場

（雨
天
時
…
同
体
育
館
）

●
種
目　

ペ
タ
ン
ク

（雨
天
時
…
ニ
チ
レ
ク
）

●
対
象　

小
学
生
お
よ
び
中
央
小
校
区
民

●
持
っ
て
く
る
物　

タ
オ
ル
、
水
筒
等

（
雨
天
時
…
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
）

●
指
導　

市
体
育
指
導
委
員
協
議
会

［
問
］
社
会
体
育
課

☎
62
・
５
１
６
３

　

「
荒
尾
市
文
化
振
興
基
金
」
で
は
、

本
市
の
個
性
的
な
地
域
文
化
を
創

造
し
、
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る

文
化
活
動

（
恒
常
的
な
活
動
は
除

く
）
を
支
援
す
る
た
め
、
予
算
の

範
囲
内
で
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
助
成
対
象
事
業

　

20
年
度
に
自
ら
企
画
し
て
実
施

す
る
次
に
掲
げ
る
事
業
で
、
広
く

市
民
に
公
開
、
公
表
す
る
も
の
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
但
し
、
事
業

の
実
施
は
５
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

①
活
動
発
表
事
業　

　

複
数
の
団
体
に
よ
る
共
同
作
業

や
新
た
に
実
行
委
員
会
を
作
る
な

ど
し
て
、
従
来
の
活
動
の
枠
を
超

え
て
行
わ
れ
る
発
表
会
な
ど
の
事

業
。
た
だ
し
、特
定
の
流
派
、会
員
、

個
展
等
に
関
わ
る
事
業
は
対
象
外

と
し
ま
す
。

平
成
20
年
度

　

文
化
振
興
基
金
活
用
事
業
の
募
集

②
文
化
情
報
事
業　

　

荒
尾
の
文
化
を
紹
介
す
る
ビ
デ

オ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
制
作
で
、

文
化
情
報
の
発
信
に
寄
与
す
る
事

業
。

③
人
材
育
成
・
交
流
事
業　

　

文
化
的
な
活
動
と
し
て
開
催
さ

れ
る
研
究
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で

人
材
育
成
や
交
流
を
目
的
と
す
る

事
業
。

④
そ
の
他
の
事
業　

　

文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
振

興
に
寄
与
す
る
も
の
で
、
市
長
が

特
に
必
要
と
認
め
る
事
業
。

●
助
成
対
象
者

　

市
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本

拠
を
有
す
る
団
体

●
助
成
金

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
の
額

で
、
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

３
月
17
日
（月
）
～
４
月
11
日
（金
）

［
問
］
政
策
企
画
課　

☎
63
・
１
２
７
４

●
対
象
者　

　

生
後
３
カ
月
か
ら
90
カ
月

（
７

歳
６
カ
月
）
未
満
の
子
ど
も
さ
ん

で
２
回
の
接
種
が
終
了
し
て
い
な

方●
日
程　

左
表
参
照

●
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
ま
で

月日 校区 場所

４月１４日 （月） 平井小 ・三小

保健センター （２階）

４月１５日 （火） 一小 ・桜山小

４月２１日 （月）
緑ケ丘小 （旧四小含む）

有明小

４月２２日 （火） 八幡小 ・二小

４月２８日 （月） 中央小

４月３０日 （水） 清里小 ・府本小

「ポ
リ
オ

（小
児
マ
ヒ
）

　
　
　
　

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
」
の
お
知
ら
せ

●
必
要
な
も
の　

　

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

（
お

持
ち
で
な
い
方
は
会
場
で
お
渡
し

し
ま
す
）

●
注
意
事
項　

▽
投
与
前
後
30
分
は
飲
食
を
避
け

て
く
だ
さ
い
。

▽
下
痢
を
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
さ

ん
は
投
与
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
他
の
予
防
接
種
と
の
間
隔
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
病
気
等
で
治
療
中
の
方
は
、
当

日
の
接
種
が
可
能
で
あ
る
か
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
予
診
票
の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、

必
ず
ペ
ン
ま
た
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　
　

　

予
防
接
種
に
あ
た
り
、
投
与
の

意
思
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
子
ど

も
さ
ん
の
健
康
状
態
が
よ
く
分
か

っ
た
保
護
者
の
方
が
付
き
添
わ
れ

て
く
だ
さ
い
。

［
問
］
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３



  �  広報あらお  Ｈ 20. ３.�5 

【
提
出
に
お
け
る
留
意
点
】

▽
減
免
期
間
は
、
提
出
月
か
ら
最

長
で
当
該
年
度
の
３
月
ま
で
で
す
。

※
期
間
を
遡
っ
て
の
減
免
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
平
成
19
年
度

（
平
成
19
年
４
月

～
平
成
20
年
３
月
）
に
手
続
き
さ

れ
た
世
帯
で
、
４
月
以
降
も
引
き

続
き
不
在
の
方
が
お
ら
れ
る
場
合

は
、
改
め
て
減
免
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

▽
減
免
者
が
自
宅
へ
戻
っ
て
来
ら
れ

た
場
合
は
、
環
境
保
全
課
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
申
・
問
］
環
境
保
全
課　

☎
63
・
１
３
７
０

　

一
般
世
帯
の

「
し
尿
汲
取
り
手

数
料
」
は
、
住
民
基
本
台
帳
の
世

帯
人
数
に
基
づ
い
て
算
出
し
て
い
ま

す
。

　

１
カ
月
以
上
の
長
期
不
在
の
方

（
住
民
異
動
届
を
未
提
出
の
ま
ま

入
院
、
施
設
入
所
、
学
校
ま
た
は

仕
事
の
関
係
で
市
外
に
在
住
の
方

等
）
は
、
減
免
申
請
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

下
記
の

「
し
尿
汲
取
り
手
数
料

減
免
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
４
月
30
日

（
水
）

ま
で
に
環
境
保
全
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し尿汲取り手数料減免申請書　（新規 ・ 更新）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　年　　　月　　　日

　　荒尾市長　宛

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住　 所  荒尾市　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ふりがな

                                                                               氏   名　　　　　　　　　　　　  ㊞　 ☎　　  －　　　　　

下記の①～③の理由により、 し尿汲取り手数料の減免をお願いします。 （※のみ記入してください。）

※①入院・施設入所　②学生　③その他（　　　　　　　　　） 整理番号 　　　　－　　　　　　　－　

個人コード ※不在者氏名 ※続柄 ※入院先 ・学校名など ※減免期間

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　　　　上記のとおり相違ないことを証明します。 　　　　　　　　　

　　　　平成　　　年　　　月　　　日

　　　　行政協力員等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　

き　り　と　り

～
し
尿
汲
取
り　

一
般
世
帯
の
皆
様
へ
の
お
願
い
～

し
尿
汲
取
り
手
数
料
は
口
座

振
替
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
新
の

領
収
書
、
通
帳
、
通
帳
印
を

持
っ
て
、
金
融
機
関

（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
含
む
）
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
は
し
尿
汲
取
り
手
数
料
の
減
免
申
請
の
更
新
月
で
す
！

■
無
料
法
律
相
談　

①
４
月
17
日

（
木
）
②
５
月
１
日

（
木
）
／
午
後
１
時
～
４
時
／
申

込
受
付
…
①
４
月
４
日

（
金
）
～

４
月
16
日
（水
）
②
４
月
18
日
（金
）

～
４
月
30
日

（
水
）
ま
で
／
予
約

先
着
８
名
／
市
役
所
総
合
案
内
で

［
申
・
問
］
総
合
案
内

☎
63
・
１
５
０
３

■
行
政
相
談

３
月
24
日

（月
）、
４
月
14
日

（月
）

午
前
10
時
～
正
午
／
市
役
所
総
合

案
内
で

［
申
・
問
］
総
合
案
内

☎
63
・
１
５
０
３

■
年
金
等
に
関
す
る
社
会
保
険
相

談３
月
25
日

（
火
）、
午
前
10
時
～

午
後
３
時
／
43
号
会
議
室
で

［
申
・
問
］
健
康
生
活
課

☎
63
・
１
３
２
７

各
種
相
談

くらしの情報
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荒
尾
市
で
は
、
毎
年
、
感
染
症

の
発
生
予
防
と
公
衆
衛
生
の
向
上

を
図
る
た
め
、
蚊
・
ハ
エ
の
駆
除
を

目
的
と
し
て
家
屋
の
消
毒
を
有
料

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
区
単
位
の
集
団
消
毒
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
行
政
協
力
員
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
行
政
協

力
員
が
、
取
り
ま
と
め
ま
す
。）

※
班
単
位
で
の
申
し
込
み
の
場
合

は
、
個
人
消
毒
の
手
数
料
に
な
り

ま
す
。

【集
団
消
毒
】

●
申
込
受
付
期
間　

４
月
１
日

（火
）
か
ら
行
い
ま
す
。

●
受
付
場
所

環
境
保
全
課
環
境
衛
生
係

※
電
話
申
し
込
み
不
可

●
実
施
期
間

４
月
15
日
（火
）
～
10
月
31
日
（金
）

（土
・
日
曜
、
祝
日
除
く
）

●
手
数
料

消
毒
に
使
用
し
た
薬
剤

（
油
剤
）

１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
350
円

【個
人
消
毒
】

●
申
込
受
付
期
間

４
月
１
日

（火
）
か
ら
行
い
ま
す
。

※
20
年
度
か
ら
個
人
消
毒
の
申
込

受
付
期
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間

４
月
１
日
（火
）
～
10
月
31
日
（金
）

（土
・
日
曜
、
祝
日
除
く
）

●
受
付
場
所

環
境
保
全
課
環
境
衛
生
係

※
電
話
申
込
可

●
手
数
料

消
毒
す
る
家
屋
の
面
積
が
33
㎡

（10
坪
）
ま
で
350
円

※
16.5
㎡

（
５
坪
）
増
す
ご
と
に
175

円
を
加
算

［
申
・
問
］
環
境
保
全
課

☎
63
・
１
３
７
０

家
屋
消
毒
の
お
知
ら
せ

緑ケ丘リニューアルタウン
　　７区画　分譲中！

◎分譲地の概要 （平成 20年３月７日現在）

【区画数】７区画

【面　積】2�0.90 ㎡ （約 8�.9 坪） ～ ��2.�5 ㎡ （約 ���.9 坪）

【価　格】�,�20 万 �,000 円～ �,80� 万 �,000 円 （平均 �,�89 万 �,��� 円）

【単　価】� 万 8,880 円／㎡ （約 �2 万 8,5�2 円／坪） ～ �万 �,000 円／㎡ （約 �� 万 2,�5� 円／坪）

　　　　　　〔平均 ��,��� 円／㎡ ▽ 最多分譲価格帯　坪 �� 万円台…５区画 ▽ �,�00 万円台…３区画〕

【用途地域】第１種 ・第２種低層住居専用地域 ▽ 第 �種中高層住居専用地域 ▽ 近隣商業地域

　　　　　　　　※地区整備計画による制限があります。
［問］荒尾市土地開発公社 （土木課内）

　　☎ 63-1485 または直通☎ 62-6940

★印が現在分譲中です
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くらしの情報・試験と募集・イベント

試
験
と
募
集

イ
ベ
ン
ト

荒
尾
市
社
会
福
祉
事
業
団

「春
の
感
謝
祭
」

            

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

市
事
業
団
で
は
、
荒
尾
市
社
会

福
祉
事
業
団

「
春
の
感
謝
祭
」
イ

ベ
ン
ト

（
売
り
場
）
の
補
助
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

日
時
…
①
４
月
12
日

（
土
）
②

４
月
13
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
／
福
祉
村　

荒
尾
市

社
会
福
祉
事
業
団
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
／
申
込
期
限
…
４
月
４
日

（
金
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す

［
申
・
問
］
市
社
会
福
祉
事
業
団

☎
62
・
７
９
３
１

第
７
回
熊
本
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

　

期
日
…
５
月
18
日

（
日
）
／
実

施
競
技
お
よ
び
会
場
…
①
陸
上
競

技

（身
体
・
知
的
）
県
民
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場

（
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
）
②
水
泳
競
技

（
身
体
・
知

的
）
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
③

卓
球
競
技

（
身
体
・
知
的
）
県

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育

館
③
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

（
身
体
）

県
民
総
合
運
動
公
園
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
場
④
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

競
技

（
身
体
）
県
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
⑤
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
競
技

（
身
体
・
知
的
）
県
民

総
合
運
動
公
園
補
助
競
技
場
⑥
ボ

ウ
リ
ン
グ
競
技

（
知
的
）
マ
ス
タ

ー
ズ
ボ
ウ
ル
熊
本
／
参
加
資
格
…

【
共
通
事
項
】
県
内
に
住
所
を
有

す
る
者
ま
た
は
県
内
の
施
設
、
学

校
等
に
在
籍
し
て
い
る
者
で
年
齢

13
歳
以
上
の
者
。
（
平
成
20
年
４

月
１
日
現
在
）
【
身
体
障
が
い
者

の
部
】
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15

条
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
者
。
【
知
的

障
が
い
者
の
部
】
厚
生
事
務
次
官

通
知
に
よ
る
療
育
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
者
。
あ
る
い
は
、
そ
の
取

得
の
対
象
に
準
ず
る
障
が
い
の
あ

る
者
。
／
申
込
方
法
・
期
限
…
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

等
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
３
月

21
日

（
金
）
ま
で
に
福
祉
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
福
祉
課

☎
63
・
１
４
０
６

平
成
二
十
年
度　

熊
本
県
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

聴
覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と

自
立
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
を
行
う
手
話
奉
仕
員
養
成

講
座
行
わ
れ
ま
す
。

　

講
座
期
間
…
毎
週
月
曜
、
午
後

６
時
30
分
～
８
時
30
分

【
入
門
課

程
】
４
月
14
日

（
月
）
～
８
月
４

日

（
月
）
ま
で

【
基
礎
課
程
】
８

月
11
日

（
月
）
～
平
成
21
年
３
月

30
日

（
月
）
ま
で
／
市
ふ
れ
あ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
／
受
講
料
…
無

料

（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
料
と
し
て

９
６
０
０
円
程
度
必
要
）
／
申
込

方
法
…
開
催
初
日
会
場
で
行
っ
て

明
光
学
園
55
周
年
記
念

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

日
時
…
３
月
30
日

（
日
）
開
演

午
後
２
時
～

（
開
場
１
時
30
分
）

／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
／
内
容

…
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
演
奏
、
合
唱

部
演
奏
、
音
楽
コ
ー
ス
演
奏
、
ク

ワ
イ
ア
チ
ャ
イ
ム
部
ロ
ビ
ー
演
奏
／

入
場
料
…
無
料

み
ど
り
蒼
生
館

キ
ッ
ズ　

ク
ッ
キ
ン
グ
♪　

「
お
花
の
ち
ら
し
寿
司
＆
プ
チ

デ
ザ
ー
ト
」
づ
く
り
♪

　

日
時
…
４
月
５
日(

土)

午
前
10

時
～
午
後
１
時
／
み
ど
り
蒼
生
館

調
理
実
習
室
で
／
定
員
…
先
着
20

名
（定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

大
人
の
方
も
ど
う
ぞ
。）
／
参
加

費
…
500
円
／
持
っ
て
く
る
も
の
…

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
／
申
込
締
切
…

３
月
21
日(

金)

午
後
７
時
30
分

ま
で

（月
曜
休
館
）

［
申
・
問
］
み
ど
り
蒼
生
館

☎
66
・
４
７
０
０

［
問
］
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校
☎
０
９
４
４
・
58
・
０
９
０
７

平
成
19
年
度  

　
　
　
　

文
学
講
座

（第
２
回
）

　

日
時
…
３
月
27
日

（
木
）
午
後

６
時
30
分
～
８
時
30
分
／
中
央
公

民
館
Ｃ
・
Ｄ
室
で
／
演
題
…

「
菅

原
道
真
の
漢
詩
を
読
む　

太
宰
府

時
代
の
最
高
傑
作

「
敍
意
一
百

く
だ
さ
い
。

［
問
］
財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者

福
祉
協
会
☎
096
・
383
・
５
５
８
７

韻
」
鑑
賞

（
そ
の
一
）」
／
講
師

…
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校　

教

授　

焼
山
廣
志
先
生
／
定
員
…
50

名
（定
員
に
な
り
次
第
申
込
締
切
）

／
受
講
料
…
300
円

（
資
料
代
と
し

て
２
回
分
一
括
）
※
第
２
回
の
み

を
新
し
く
申
し
込
ま
れ
る
方
に
も

第
１
回
の
資
料
を
お
渡
し
し
ま
す
。

／
申
込
方
法
…
図
書
館
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
。
電
話
申
込
可
、
そ
の
場

合
、
開
講
日
ま
で
に
受
講
料
を
支

払
い
に
き
て
く
だ
さ
い
。
（当
日
可
）

［
申
・
問
］
市
立
図
書
館

☎
63
・
２
３
７
９

お
詫
び
と
訂
正

　

３
月
１
日
号
16
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
た
荒
尾
産
芋
焼
酎

新
酒
発
売
開
始
に
つ
い
て
、
問

い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
に
間

違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

［
誤
］
☎
63
・
１
６
５
４

［
正
］
☎
63
・
１
６
４
５
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荒尾総合文化センター情報
荒尾総合文化センター
〒 8��-00��　荒尾 ��8�-�9　☎ ��-����　FAX��-���5

●４月のホール （大 ： 大ホール　小 ：小ホール）

４月

日 （曜） 催し物 会場 主催者 ・ 問い合わせ先 　開場 ・ 受付／開演～終演 入場方法

��( 日 )
倫理研究所家庭倫理
の会荒尾市　講演会

小
家庭倫理の会荒尾市

☎ �2-�089
�2:�0 ／ ��:�0 ～ �5:�0

整理券
￥�,000

25( 金 )
荒尾市行政協力員

辞令交付式
小 荒尾市総務課☎ ��-�209  9:00 ／ �0:00 ～ ��:�0 関係者

これは、 ２月 20 日現在予定されているものです。 時間など変更になる場合がありますので、 詳しくは主催者にお問い合わせ
ください。

　募 　集  　平成 20 年度 「荒尾少年少女発明クラブ」 に入りませんか？
　
　▽募集人員　　若干名
　▽対　　　象　　市内居住の小学新４年生～中学新３年生
　▽申込期間　　３月 �5 日 （土） ～ �� 日 （月）
　▽申込方法　　総合文化センター事務所まで申込書を提出してください。 （申込書は総合文化センターにあります。）
　▽年 会 費　　 5,500 円 （傷害保険料、 材料費を含む。）
　▽活動内容　　毎月第２、 第４日曜の午前中に、 総合文化センター子ども科学館工作室にて木工、 電気、 アイデア
　　　　　　　　　　 工作など各種工作活動 （ものづくり） を実施します。
　［問い合わせ先］ 総合文化センター☎ ��-����

　◆ ３月 28 日 （金） 三遊亭歌之介 独演会
　　ローカル感覚を生かした新作落語は独特で他の追随を許しません。 観客を爆笑の渦に巻き込みます。

　会場 ：大ホール　開場 �8:�0  開演 �9:00　
　全席指定　Ｓ席￥2,500 （当日￥�,000）、 Ａ席￥2,000 （当日￥2,500）
　※未就学児の入場はお断りいたします。
　
　【三遊亭歌之介プロフィール】
　　鹿児島県肝属郡錦江町出身。 昭和 5�年に３代目三遊亭圓歌に弟子入り、 前座名 「三遊亭歌吾」
　　となる。 昭和 5�年二ツ目昇進。 「三遊亭きん歌」 となる。 昭和 �0年若手演芸大賞最優秀二ツ
　　目賞を受賞。 ＮＨＫ新人落語コンクール入賞。 昭和 �2年５月真打ち昇進試験に新作落語 「寿の
　　春」 で合格。 同年 �0月先輩 �8人抜きの大抜擢で真打ち昇進し初代 「三遊亭歌之介」 となる。
　　昭和 �� 年鹿児島県にてミニ独演会 （１回 �0 分） を１日 �� カ所で行う。 平成２年鹿児島県よ
　　り 「さつま大使」 を任命。 平成３年国立演芸場主催花形演芸大賞金賞を受賞。

　【プレイガイド】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　荒尾総合文化センター、 荒尾市役所総合案内、 荒尾市中央公民館、 玉名市民会館、 大牟田文化会館、
　　ながす未来館、 エヌシーみいけ荒尾シティモール店、 ローソンチケット、 チケットぴあ、 有明新報社

好評発売中！

　◆ ３月 16 日 （日） 荒尾玉名地区学校吹奏楽部 第 28 回ＡＴＳＢ定期演奏会
　

  荒尾玉名地区の小 ・中 ・高の吹奏楽部が集います。 若き演奏家達の元気いっぱい
　なステージをどうぞお楽しみに！
　荒尾総合文化センターは、 有明広域圏施設として、 ＡＴＳＢ演奏会を支援しています。
　会場 : 大ホール　開場 �0:�0　開演 ��:00　入場料 ：無料
　
　♪出場校紹介
　　　　　　　　玉名小学校、 荒尾第一中学校、 荒尾第三中学校、 荒尾第四中学校、
                腹栄中学校、 長洲中学校、 玉名中学校、 玉南中学校、 玉陵中学校、
                有明中学校、 菊水中学校、 玉東中学校、 岱明中学校、 荒尾高校、
                玉名高校、 玉名女子高校、 北稜高校、 玉名工業高校、
                専修大学玉名高校
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求　　　人　　　案　　　内
２月 2� 日現在玉名公共職業安定所調べ

文化センター・求人・母子健診

４月の母子健診・健康相談日程表

種別 日 （曜） 対象者 会場 受付時間

３か月児健診 　９日 （水） 平成 �9 年 �2 月生まれ
　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（市
立
図
書
館
南
側
）

�� 時 �5 分～
�� 時

７か月児健診 2� 日 （木） 平成 �9 年９月生まれ

1 歳６か月児健診 �� 日 （水） 平成 �8 年９月生まれ

３歳児健診 25 日 （金） 平成 �� 年 �0 月生まれ

育児相談 　８日 （火）
育児に関して相談のある方
（子供さんもお連れください）

�0 時～
�0 時 �5 分

健康相談

　８日 （火） 成人 ・老人で心身の健康に
関して相談のある方

�0時～
�0 時 �5 分

　９日 （水）
2� 日 （水） 満 �0 歳以上の方　他

老人福祉
センター

９ 時 �0 分 ～
�� 時 �0 分

　●妊娠届出日…第１ ・ 第

３ ・ 第５水曜　午前 10 時～

10 時 15 分／保健センター

で／受付終了後、 ミニ母

親学級を開催します （約１

時間）。 なるべく妊婦さん自

身がおいでください。

　●赤ちゃんの発育や育児

について、 妊娠中の生活

についてなど、 何か困った

ことや心配なことがあるとき

は、 気軽にご相談ください。

［問］保健センター

☎ 63-1133

 

▽掲載内容は、 ほんの一部です。 このほかにも多数求人の案内があります。

求人申込みおよび雇用保険等の手続きは、玉名公共職業安定所でお願いします。

［問］玉名公共職業安定所 （☎ 72-8609） または荒尾市職業相談室 (☎ 63-1689） へ

  

     今月の税  

 
国民健康保険税 10 期

  

納期限３月 31 日 （月）

　　
納期限内に納めましょう

       口座振替の方は

口座の残高をご確認ください

　　［問］収納課☎ 63-1353

地域包括支援センター
非常勤職員登録者募集中！

●募集職種 

　ケアマネジャー ・  看護師

 詳しくはお問い合わせください

　［申 ・ 問］ 地域包括支援

　センター　☎ 63-1177

 
　　　　愛の献血

● 400 ｍｌ　体重 50 ㎏以上

３月 31 日 （月）

厩舎団地　９ ： 40 ～ 11 ： 30

第一製網　 13 ： 00 ～ 15 ： 30

     ［問］保健センター

              ☎ 63-1133

※平成 �9 年 �0 月１日から雇用対策法が改正され、 募集 ・ 採用時における
年齢制限が禁止されました。 （例外があります）

玉＝玉名 （職業安定所名） ‐ 求人番号

玉 -89��8� 臨床検査技師                          � 名                  ��5,000 円

玉 -8�8�8� 介護支援専門員                       � 名  ��8,�00 ～ 208,�00 円

玉 -88528� タクシー乗務員                         2 名                  ��2,500 円

玉 -8�298� 電気工事士及び見習い               2 名  ��0,000 ～ 250,000 円

玉 -8��58� 外来受付事務                          � 名  ��5,000 ～ ��0,000 円

玉 -8��98�� ｔ車乗務員                             2 名  2�0,000 ～ 25�,000 円

玉 -8�558� 交通誘導隊員                        �0 名   ��2,000 ～ ��0,800 円

玉 -8�0�8� 事務職員補助                          � 名 �0 歳以上    ��0,000 円

玉 -85988� 一般事務                                � 名                  ���,800 円

玉 -8�998� トレーラー運転手                       � 名                  ���,000 円

玉 -8�0�8� 一般事務                                � 名  �2�,200 ～ ��9,�00 円

玉 -8�5�8� 製造工                                   � 名 29 歳以下
                                                                     �2�,�20 ～ ���,000 円

玉 -8�228� 保育士                                   � 名                  ��0,000 円

玉 -82�28� 保育士                                   2 名  ��0,800 ～ �58,�00 円

玉 -829�8� 販売                                      � 名  ��0,000 ～ �50,000 円

玉 -8��08� 介護職員                                � 名  ��0,000 ～ �50,000 円

玉 -88098� 労務管理                                2 名  ���,500 ～ 20�,500 円

玉 -85�58� 電気工事士                             2 名  �50,000 ～ 280,000 円

玉 -88�08� 美容全般 （スタイリスト）               5 名  �50,000 ～ 250,000 円

玉 -89��8� 支援員                                    � 名                 ���,000 円

玉 -8�5�8� ホール ・ カウンター係 （立願寺店） � 名                 �80,000 円

玉 -8���8� 医薬品配置販売 （営業）             � 名  �85,�20 ～ 25�,�00 円

玉 -8�2�8� 船殻溶接 （請）                         5 名  ��0,000 ～ 22�,000 円

玉 -82808� 営業                                       5 名  �50,000 ～ 250,000 円
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資源を大切に―この広報紙は
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編
者
の
つ
ぶ
や
き

題
　
字
　
を
　
か
　
き

　
ま　
し　た

題
　
字

　を
　か　き　ま　し

　
た

緑ケ丘小６年　川口真
ま

生
い

さん

　

今
朝
、
洗
濯
機
が
ブ
ザ
ー
音
を
た
て
て

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
毎
日

調
子
よ
く
働
い
て
い
た
だ
け
に
原
因
が
分

か
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
お
構
い
な
し

に
ボ
タ
ン
を
押
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
調
子
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
の
忙
し

い
時
間
で
す
。
と
っ
さ
に
不
機
嫌
な
母
の

顔
が
浮
か
ん
だ
の
で
す
が
、
母
の
口
か
ら

出
た
言
葉
は

「
毎
日
動
い
て
い
た
か
ら
ね
」

と
私
の
想
像
を
よ
そ
に
穏
や
か
な
様
子
。

先
日
も
車
の
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
い
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
母
は
落
ち
着
い
て
い
ま
し
た
。

　

注
意
し
て
い
て
も

「
突
然
」
は
起
こ
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ

「
焦
ら
ず
に
」-

母
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

「史
」

　

学
校
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
の
一
番
の
思
い
出
は
、
修
学
旅

行
で
長
崎
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

　

将
来
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

身近なことから
　　はじめませんか？エコライフエコライフ

　「何だか地球がおかしいぞ」

　そう思われたことはありませんか？テレビでは地球温暖化による異常気象を伝えるニュースが度々流れます。

日々の生活の中で地球に起こっている 「異変」 を実感することも多いはずです。 荒尾市では、 ごみの抑制を

図るとともに環境に対する負荷の軽減を目的に、 平成 20 年４月から家庭ごみの有料化を実施します。 地球の

ために一体私たちに何ができるのでしょうか？ 「身近なエコライフ」 一緒に考えてみませんか？

３Ｒの推進

↑２月８日に開催された三者懇談会の様子

↑２月 21 日に開催されたダンボールコンポスト講習会の様子

　環境への負荷の少ない

循環型社会の実現には、

一人ひとりが意識を変え

生活様式を見直し、 安

易にごみにして捨てるの

でなく「３Ｒ：リデュース（抑

制）、リユース （再利用）、

リサイクル （再資源化）」

に配慮した暮らしを行うこ

とが大切です。

　リサイクル意識の高まり

など、 地球に優しい生活

の 「輪」 が広がっていま

す。

　ゴミ問題に関する

　　　　　　　三者懇談会

▽参加者　

　エコパートナーあらお市民

会議、 事業所、 行政

▽内容　

　マイバックの推進を中心

にごみ減量化に伴う消費者

と事業所間の諸問題につい

ての意見交換

ダンボールコンポスト

　　　　　　　　　　講習会

▽参加者　

　市民 （約 80 名）、 エコパ

ートナーあらお市民会議、

女性モニター連合会、 行

政

▽内容　

　段ボール箱を利用した堆

肥化 （生ごみの減量） の

講習会


